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加法モデルでは，偏差の和の最大化を目的関数にしてい  

る．目的関数が0の場合，そのDMUは効率的フロンティ  

ア上にあり，D効率的なDM刃と評価できる．   

ここで，単に加法モデルの目的関数を最小化とすると，非  

効率的なD九IUについてもその最適目的関数値は0となり  

意味がない．   

3 提案する方法   

効率的フロンティアまでの偏差の和の最小化をはかるた  

めに【pl】について，D効率的なDMUに対応する入J。の  

みが正の値を持てるという条件をつけ加えても，生産可能  

領域の内側に張る超平面上に改善案をもつように解が求ま  

る場合がある．つまりこの方法では効率的フロンティア上  

に改善案を求められない場合がある．   

そこで効率的フロンティアをそれを構成する超平面ごと  

に分割し，その各面に対する偏差の最小和を求める．そし  

てその中での最小値を求める．   

定式化すると【p2】のようになる．   

【p2】   

最小化  

皿 はじめに  

多入力多出力系の効率の評価方法にDEA（Da・taEnvelop－  

‖－eI－tAt－alysis）がある．DEAでは，対象とする意思決定体  

（DMU‥DecisionMakingUnit）の複数の入力値，出力値か  

ら相対的な効率値（D効率値）を求め評価を行っている・ま  

た，非効率と評価されるDMUに対して改善案を与えるこ  

とができる．   

DEAの様々なモデルの中に加法モデル【2】がある・卯法  

モデルはCCR，BCCモデルと違い，入出力項目を同時に考  

慮する．さらに，TraslatiollInvarianceであるという長所  

もある．加法モデルでは入力と出力を同時に考慮した改善  

案が得られる．   

最近，加法モデルに対するいくつかの効率性尺度が提案  

されている．しかし，従来の加法モデルから得られる偏差  

は，効率的フロンティアに対する偏差の和（一次距離）の  

最大値である．DEAでは各DMUにとって最も有利な評価  

を行う．しかし，従来の加法モデルで得られる偏差から効  

率の評価をおこなっているので，非効率的なDMUにとっ  

ては不利に評価されていると考えられる．   

そこで本発表では，効率的フロンティアに対する一次距  

離の最小値を求める方法を提案する．  
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2 加法モデル  

DEAの加法モデルは次のように定式化される．  
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琉 ≧ 0 （盲＝1，・・，m）  

5た ≧ 0 （r＝ト・・，た）  

入。ブ ≧ 0 （J∈〃9；曾＝1，∴，り  

（4）  

ただし，Jは効率的フロンティアを構成する超平面の総数，  

〃9はその超平面qを構成するDMUの集合である・  

【p2】の最適目的関数値は従来の加法モデル同様，0の  

の場合D効率的となl），正の場合はD非効率的となる．   
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効率的フロンティアを，それを構成する超平面に分割す  

るためにはA、′isら【11の多面体および超平面の頂点列挙の  
アルゴリズムに・よるcdd（Cimplemel－tatiol10rtheDoul）le  

l・）e5Criptio－りや，九′Ta砧e【11aI・ica上にインプリメントされた  

VertexEnum．111などを利用することによって求めることが  

できる．  

D非効率的なDMUについて，8CCモデルの入力指向，  

出力指向，加法モデル，提案する方法での改善案に対する  

偏差を比較する（表2，表3）．   

表に示す通り提案する方法がフロンティアまでの偏差の  

和が一番小さい．  

表2：βAオ仁／Jの偏差  

4 数値例   

次のような10個のDMUをもつ2入力1出力の数値例  

を考える，BCCモデルでD非効率的となるのはα財仇と  

β几す【／ノである．  

表1：数値例  

表3：丑廿仇の偏差  

5 おわりに  

本発表では，フロンティアからの偏差の一次距離の最′ト  

化を考慮したDEAを提案した．ここでは，フロンティア  

を構成する面を分割することで目的関数の帝小化をはかる  

ことができる．   

しかし，入出力項目間の単位の一元化をどのようにする  

かという問題もある／また，非効率的なDMUについて一  

つの項目が効率的プロ 

み偏差を持つバランスの悪い解を求めてしまう．   
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この数値例での効率的フロンティアは図1のようになる．  

図1：効率的フロンティア  
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